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Some　Factors　to　be　Considered　for　Teaching　CEFR −J　to　Japanese　Learners

会話 デ
ー

タに基づ い て英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン教 育 を考える

　　　　　　　　　　　CEFR −J を視野 に入 れて
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　　　　　 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 目的 は二 つ ある 。 1．英語圏で 収集 され た 会話 デ
ータ分析を基 に、英語母 語話者の コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ

図
　　　　 ン の 指向性を探 り、日本語会話 と異な る 語用的特徴を抽出す る 。 こ れ らは 日本語母語話者が 英語 で コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

　　　　 をする際の 阻害要因 と な りうる もの で あ る。2，そ の よ うな 日本語会話 との 違い をい か に 教育に 取 り込め る か に つ い て 考

　　　　 察す る。具体的 に は CEFR −Jの 「や りとり」の 指導に関 して 言及す る。扱う語用 的特徴 は 次の 四 つ で ある 。 1）自己開示

　　　　　 （岩田祐子）： 日英語の 会話 にお い て 、 自己開示 が 果 たす機能 と意味 を 明 らか にす る。話 し手 は なぜ、どの よ うな内容

　　　　 を開示す るの か、聞き手は 話し手の 自己開示 に ど う関与す るの か、自己開示 に よ っ て 会話が どう発展 して い くの か、日

　　　　 英語 で 自 己 開示 の や り方 に 違 い は あ るの か な どを分 析 す る。2＞質問
一
応答の 連鎖　（重光由加）： 英語母語話者に とっ

　　　　 て 会話 は 自分の 能力 を見せ る場で あ り、新 しい 情報 を得 る場で あ る。この 目的 の た め に英 語 母 語 話者 は どの よ うな 質問

　　　　
一

応答 の 連鎖を行 っ て い るか を分析する 。 何を どこ まで 詳 しく聞 くの か、質問 に 対 して ど こ まで 詳 し く答え るべ きな の

　　　　 か に 注 目する。3）話題展開の 観点　（大谷麻美）： 日本人学習者 と英語母語者間の 会話を分析 し、「大人しい 」 と言 わ れ

　　　　 る 日本 人 が どの ように会話 に参加 して い る か を、話題 の 展開 方法 の観点か ら分析す る 。 話題展開方法 の 相違、「大人し

　　　　 さ」の 要因な ど に つ い て 考察す る。4）ターン の 種類　（村 田泰美）：日英語の 会話データに 見られた 「奪 い 取 り」「質問」

　　　　 「維持」の ターン につ い て 分析 し、違い を提示 す る。日本 人学習 者が 英語 で会話す る とき、どの よ うに タ
ー

ン を取っ た り、

　　　　 ターン を維持 した りす る こ とが で きるか に つ い て 考 え る。こ れ らの 点 か ら、今後、英 語 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 教育が どう

　　　　 ある べ きか、その 基準 となりうる CEFR −Jで どの よ うな点が 考慮 され るべ きか を議論する。
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Raising　Students，　Motivations　Using　Motivational　Strategies

英語 クラス における学習意欲向上 ・維持 の
一考察

Research　paper

一
ドル ニ ェ イの 英語指導ス トラテ ジー を用い た 学生 ・

教員両サ イ ドか ら研 究

ア ス コ
ー

　朋子 （淑徳大学）

　どの ように学習動機付け
・維持する か は英語学習成功 に欠か せ ない こ とは 言うこ と もない 。 本研究で は、ドル ニ ェ イ

の 英語指導ス トラ テ ジーを用い
、 学生 ・

教員両サ イ ドか ら英語 クラ ス に お け る学習意欲向上 ・維持 に なに が 必要なの か

を検証 した 。 本研究 に 先駆け、2012年 に行 っ た予備研究 を元 に、2013年に A 大学学生 435名、教員 38名を対象に ア ン

ケ
ー

ト調査を行 っ た 。 研究 の 問い は、1．「動機付けス トラ テ ジー
」 の 中で どの ス トラ テ ジーを学生 が 学 習 意欲を高め る

為 に役 に立つ と考えて い るの か。所謂、内発的動機付 け、道具的動機付けの 高い 学生 グ ループ と低い グ ループ間 で の相

違 は ある の か。2、教員 が どの ス トラテ ジー
を重要視 し、さらに 実際の 授業 に 取 り入 れ て い る か、ま た、そ の ス トラ テ

ジーは学生 が 重 要 と して い る もの と一致す るの か、で ある。ア ン ケートはパ ート1．パ ート2 から構成され、1 で は、動

機付けの高さを 10項 目で 測定しパ ー
ト2は、動機付けス トラテ

ージーを 30項 目測定し、因子分析を行 っ た 。
パ ー

ト1 か

ら は 「英語学習付加価値」「英語学習意欲」の 2因子が検出され、パ ート2は 「学習環境」「努力」「目標設定」「規則」

「教員 との 関係性」の 5因子が検出 され た 。 パ
ー

ト 1とパ
ー

ト2の 因子間相関を検証 した結果 、 英語 に付加価値を見 い だ
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す学生 は、学習 意欲が高い 、英語 に 価値 を見い だ す学生 は、学習環境、目標設定
・
教員 との 関係性 が動機 に な りや す い

な どが 示唆され た。また、学 生 が 重要 と考える ス トラ テ ジ ーと教員が 使 用 して い る ス トラテ ジー間 に差 が あ るか を T 検

定 を用い 検証 した結果、「上 級生 や仲 間 の 良い お手本や体験談を話 して もらう」 を重 要 と考 え る学生 が多い 中、こ の ス

トラ テ ジー
を使用 して い る教員 は少ない 等、学生 と教員間 に差異が 見 られた 。

Aug ．29（Fri．）113：25−13：50！411 Research 　paper

Effects　of　Explicit　Teaching　on 　the　Speaking　Proficiency　Development

　　　　　　　　　　　　　　ofJapanese 　University　Students

Lee
，
　Shzh−chcn 　Nancy （Osaka　University）

　Speaking　proficiency　has　often 　been　considered 　to山e　most 　important　yet  der　researched 馳rea 　in　second 　1anguage　leaming　and
tcaching（Bygate，1998）．　lt　is　also　one 　ofthe 　most 　dirHcult　challenges　for　EFL　students　because　of 　limited　exposure 　to　spoken 　English

inside　and 　outside 　of 　the　classroom ．　The 　present　study　airns 　to　longitudinally　exainine 　the　deve旦opment 　ofleamers
’
speaking 　proficiency

from　the　effects　of　explicit　teaching．　A 　tota1　of 　80　first−year　Japanese　university 　students 　participated　in　this　study ．　Classes　taught　by　the

presenter　were 　randomly 　assigned 　and 　participants　were 　divided　into　one 　control 　group　and 　three　treatment　groups：1）explic 童t　teaching，
2）self−review

，
　and 　3）teacher　modeling ，　Once　a　week 　fbr　ten　weeks ，　participants　were 　exposed 　to　different　explicit 　inputs　and 　then

narrated 　fbur−picture　comics 　in　English，　Pre，　post　and 　delay−post　testS　were 　conducted 　over 　the　period　of 　seven 　months ．　Recordings　Qf
the　narrations 　were 　transcribed　and 　proficiency　development　was 　measured 　by　examining 　changes 　in　speaking 且uency ，　accuracy 　and

complexity ．　ResultS　of 　the　study 　indicate　that　speaking 　proficiency　has　deve豆oped 　over 　time　but　changes 　were 　only　signMcant 　in　fluency

and 　accuracy 　measures ．　Compared　to　other 　expllcit 　inputs，　the　effect 　

’
of 　explicit 　teaching　was 　insigni丘cant ．　Nevertheless，　results 　ofthe

present　study 　suggest 　that　explicit 　teaching　is　more 　effective　than　no　input．　The　speaking 　development　offirst −year　Japanese　univcrsity

stUdents 　over 　one 　semester 　will　be　reported 　and 　the　effectS 　of 　explicit 　teaching　will　be　discussed．

Aug．29（F  ．）113 ：25−13：501414 Associate　member ’
s　presentation

TOEIC 　and 　TOEFI ．　V6cabu量ary 　Secrets　Revealed

　　　　　　　〈SupPorted　by　Lexxica　R ＆ 1）〉

Cihi
，
　Guy （Lexxica　R ＆ D ）

　Research 　has　shown 　higher　standard 　test　scores 　correlate 　strong 亘y　tQ　larger　vocabulary 　sizes．　Increasing　numbers 　of 　universities 　and

multinational　corporations　are 　tUrning　to　standard 　tests　such 　as　TOEIC 　and 　TOEFL 　to　establish 　benchmarks　for　EFL 　students 　and 　to

measure 　the　effeCtiveness 　of 　their　language　instruction　programs　over 　time．　But　do　TOEIC 　and 　TOEFL 　accurately 　measu エe　and 　predict
communicatien 　perf（）rmance 　in　the　real　world ，　and 　ifso，　exactly　what 　real　world 　is　it？ Based　on 　extensive 　corpus 　analysis 　ofhundreds

ofactual 　and 　mock 　TOEIC 　and 　TOEFL 　tests，　the　presenter　will　demonstrate　how，　and 　explain 　why ，113　efthe 　words 　that　most 　frequently

occur 　in　all　parts　of　TOEIC 　and　TOEFL 　tests　are　NOT 　general　English　words 　but　rather 　a　particuiar　set　of 　low−fセequency 　words 　which

ETS 　repeatedly 　uses 　in　order 　te　maintain 　the　reliability　of 　its　sco 血 g　algorithms．　 The　presenter　will 　compare 　the　requirementS 　of　TOEIC

and 　TOEFL 　to　the　lex重cal　content 　of 　bestselling　EFL 　textbookS　and 　graded　reader 　series．　The　comparisons 　will 　demonstrate　that　students

who 　leam　with 　traditiona14−skills　curriculum 　and 　graded　readers 　are 　un 田（ely 　to　meet 　and 　learn　the　particular　set　of 　low−frequency　words

血at　occur 　often 　on　ETS
’
s　TOEIC　and　TOEFL 　tests．　Session　attendees 　may 　request 　to　receive 　proprietary　cerpus 　derived　word 　lists　for

TOEIC 　and 　TOEFL 　for　their　curriculum 　evaluation 　purposes，　induding　words 　lists　such 　as ：90％ Coverage　ofTOEIC ，90％ Coverage

ofTOEFL ；227　non −general　words 　that　are　highly丘equent 　on 　TOEIC ；and ，80　Easily　Forgotten　High　Frequency　TOEFL 　W6rds．
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